
は
じ
め
に
ー
問
題
の
所
在
ー

【
研
究
論
文
】

萬
葉
集
の
校
訂
作
業
は
、
本
文
の
「
訓
み
」
と
深
く
関
わ
り
な
が

ら
展
開
し
て
き
た
。
書
記
言
語
を
持
た
な
か
っ
た
奈
良
時
代
の
人

た
ち
は
、
中
国
か
ら
漢
字
を
取
り
込
み
書
記
手
段
と
し
た
。
書
記

言
語
と
し
て
の
漢
字
は
、
種
々
の
要
素
を
駆
使
し
な
が
ら
、
歌
本

文
の
表
記
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
で
は
、
漠

字
の
音
訓
や
漢
語
な
ど
を
用
い
て
歌
に
込
め
ら
れ
て
い
る
心
情
な

ど
が
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
実
態
の
一
端
は
、

内
田
賢
徳
氏
『
上
代
日
本
語
表
記
と
訓
詰
』
（
塙
書
房
、
平
成
1
7

年
）
の
「
萬
葉
集
の
訓
詰
と
表
現
」
（
第
二
章
）
に
収
め
ら
れ
た
各
論

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
営
々
と
行
わ
れ
て
き
た
本
文
校
訂
の
大
部
分
を
占
め

て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
歌
本
文
の
校
訂
な
の
で
あ
る
。

本
来
、
萬
葉
集
の
本
文
と
は
歌
本
文
と
題
詞
・
左
注
さ
ら
に
は
歌

西

「
封
」
か
「
酎
」
か
ー
萬
葉
集
の
本
文
校
訂
ー

一
夫

に
付
随
す
る
漢
文
の
す
べ
て
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
「
本

文
」
と
言
え
ば
歌
本
文
と
理
解
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
お
そ
ら
く
本
文
校
訂
と
は
、
漢
字
で
書
か
れ
た
詩
本
文
の
「
訓

み
」
を
規
定
す
る
作
業
で
あ
る
と
の
認
識
が
長
く
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
歌
本
文
の
前
後
に
存
す
る
題
詞
・

左
注
な
ど
の
本
文
は
、
歌
本
文
に
較
べ
て
検
討
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

萬
葉
集
の
本
文
校
訂
で
題
詞
・
左
注
な
ど
が
作
業
の
俎
上
に
の

ぽ
る
の
は
、
そ
の
本
文
に
漢
籍
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
場
合
な
ど

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
の
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
題
詞
・
左
注
な
ど
の

校
訂
が
歌
本
文
の
「
訓
み
」
に
直
結
し
て
い
な
い
と
の
認
識
が
潜
む

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
題
詞
・
左
注
な
ど
も
歌
本
文

と
同
様
に
校
訂
の
対
象
と
し
て
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
が

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
萬
葉
集
』
（
岩
波
書
店
）
で
あ
る
。
漢

語
表
現
の
受
容
か
ら
題
詞
・
左
注
の
本
文
を
捉
え
直
そ
う
と
す
る

強
い
姿
勢
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
従
来
行
わ
れ
て
き
た
作
品
読
解
の

過
程
で
歌
本
文
を
読
む
上
で
題
詞
・
左
注
な
ど
の
表
現
が
歌
と
緊

密
な
関
係
に
あ
る
と
の
理
解
を
受
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
歌
本
文
に
付
随
す
る
漢
文
体
文
章
（
書
簡
文
）
の
本
文

校
訂
を
取
り
上
げ
て
古
写
本
の
本
文
と
漢
語
表
現
の
受
容
と
の
観

点
か
ら
考
察
を
行
い
私
案
を
提
出
す
る
。

(1) 



見
過
ご
さ
れ
て
き
た
問
題

問
題
と
す
る
作
品
は
、
『
萬
葉
集
』
巻
1
8
に
収
め
ら
れ
た
大
伴

家
持
と
大
伴
池
主
の
贈
答
作
品
（
四

ー
ニ

八
＼

四

一
三
三
）
で
あ

る
。
作
品
に
は
次
の
よ
う
な
二
つ
の
題
詞
が
附
さ
れ
て
い
る
。

越
前
国
橡
大
伴
宿
祢
池
主
来
膀
戯
歌
四
首

更
来
贈
歌
二
首

い
ず
れ
の
作
品
も
大
伴
池
主
が
家
持
に
贈
っ
た
作
品
で
あ
り
、
家

持
の
作
品
は
残
ら
な

い
。
「
勝
宝
元
年
十
二
月
十
五
日
」
の
日
付
を

持
つ
「
更
来
贈
歌
二
首
」
に
附
さ
れ
た
書
簡
文
に
は
、
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
（
本
文
は
便
宜
上
『
萬
葉
集
本
文
篇
」
塙
書
房
に
依
っ
た
）
。

0

0
 

梢

訊
l

来
封
へ
其
辞
云
々
者
、
先
所
レ
奉
書
、
返
畏
度
レ
疑
敗
。

丸
印
を
附
し
た
「
来
封
」
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
注
釈
害
す
べ
て
が

同
一
本
文
で
あ
り
、
本
文
校
訂
の
上
で
特
別
に
問
題
と
さ
れ
て

こ

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
時
木
下
正
俊
氏
が
「
誤
字
脱
異

見
余
燈
」
（
「
萬
葉
」
第
一
九
四
号
、
平
1
8
年

3
月
）
に
お
い
て
｀
こ

の
書
簡
文
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
古
写
本
の
書
写
状
況
を
勘
案
し
た

結
果
「
来
封
」
を
本
文
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
の
意
見
を
提
出
さ
れ

た。
い
う
ま
で
も
な
く
、
示
し
た
本
文
は
複
数
の
古
写
本
に
よ
る
校

合
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は

類
似
し
た
表
現

（
来
封

・
来
討
）
な
ど
か
ら
本
文
を
ウ
止
め
柑
釈
が
行

わ
れ
て
き
た
。
注
釈
害
の
多
く
が
底
本
と
す
る
西
本
願
寺
本

の
本

文
に
は
書
き
入
れ
が
あ
る
も

の
の
、
そ
れ
ら
に
十
分
な
検
討
が
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
悦
か
れ
て
き

た
背
景
に
は
、
書
簡
文
の
表
現
が
歌
本
文
の
解
釈
に
大
き
な
影
響

を
与
え
な
い
と
の
理
解
が
あ
り
、
あ
る
意
味
で
見
過
ご
さ
れ
て
き

た
問
題
と
い
え
る
。

木
下
氏
は

こ
の
箇
所
の
本
文
を
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
。

「
来
封
」
の
字
に
関
し
て
、
実
は
「
来
酎
J
と
あ
る
本
が
あ
り
、

胡
蘭
桑
か
喜
出
和

，
 
．．
 

口

i
J

:
9
:J
‘
.
.、し、

`
:

f

.
9
:

i

（
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
）

む
し
ろ
数
の
上
で
は
「
来
封
」
を
上
回
る
。
校
本
に
就
い
て
そ

の
実
態
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
但
し
廣
瀬
本
（
劇
）
・
神
宮
文

廊
本

(
g
l
)
を
加
え
、

目
下
所
在
不
明
の
温
古
堂
本

は
そ
の
祖

本
の
陽
明
本
(

m

l

)

を
以
て

示
す
。

封
。
元
廣
西
神
陽
矢
京
、
「
酎
」
。
剌
、
朱
ニ
テ
消
セ
リ
。

右
二
「
報
ィ
」
ア
リ
。
但
、
朱
ニ
テ
消
セ
リ
。
左
二
「
封
」
ア

リ
。
測
、
右
二
「
封
イ
」
ア
リ
。

r
 

(2) 



改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
右
の
校
異
に
挙
が
っ
て
い
な

ぃ
釦
・
細
、
即
ち
仙
覚
寛
元
本
系
の
二
本
に
の
み
「
封
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
校
本
が
底
本
に
し
た
寛
永
版
本
は

そ
の
細
を
承
け
た
、

い
わ
ば
少
数
派
の
本
で
あ
る
。

こ
の
伝
来
関
係
を
大
ま
か
に
言
う
な
ら
ば
、
元
暦
校
本
・

廣
瀬
本
が
含
ま
れ
る
古
い
伝
本
た
る
非
仙
覚
本
に
は
「
来
封
j

と
あ
っ
た
の
だ
が
、
仙
覚
寛
元
本
で

l

来
封
」
と
改
め
ら
れ
、

後
同
じ
仙
覚
本
だ
が
彼
晩
年
の
校
定
に
成
る
文
永
本
（
固
叫
~

陽
矢
京
）
で
ま
た
「
来
酎
」
に
復
し
た
、
と
説
明
で
き
よ
う
。

"・ 

．
．
 
し

.
,
 

”

.

{
 

差
者

（
廣
瀬
本
萬
葉
集
）

木
下
氏
が
述
べ
ら
れ

こ
の
部
分
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
木
下
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に

近
世
版
本
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
北
村
季
吟
の
『
萬
葉
拾
穂
抄
』

が
「
来
報
」
に
作
り
問
題
を
複
雑
に
す
る
。
「
来
報
」
は
題
詞
に
用
い

ら
れ
て
お
り
，
、
書
簡
表
現
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
語
で
あ
る
。

だ
が
書
伝
関
係
が
明
諒
で
な
い
『
萬
葉
拾
穂
抄
』
の
本
文
は
ひ
と

ま
ず
考
察
対
象
か
ら
外
し
て
考
え
た
い

2
0

古
写
本
の
書
写
状
況
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

る
よ
う
に
「
来
封
」
よ
り
も
「
来
到
」
が
本
文
と
し
て
有
効
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
ま
た

こ
の
二
語
に
よ
っ
て
文
脈
に
大
き
な
異
な
り
が

生
じ
る
こ
と
は
な
く
、
い
ず
れ
も
採
用
可
能
な
本
文
で
あ
る
。
木

下
氏
が
注
意
を
促
す
よ
う
に
、
書
写
に
お
い
て
「
封
」
る
さ
が
近
似

し
た
字
形
で
あ
る
こ
と
は
『
校
本
萬

＿

灼

酎

釈

針

＿

葉
集
』
の
異
体
字
表
か
ら
も
知
ら
れ
、

二
字
の
関
係
の
近
さ
が
知
ら
れ
る
（
右
、
異
体
字
表
参
照
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
考
察
過
程
で
見
落
と
し
て
な
ら
な

い
の
は
対
象
が
漢
文
体
の
文
章
で
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
つ
ま

り
、
漢
語
と
し

て
の
用
法
が
な
お
吟
味
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
内
容
や
使
用
語
彙
な
ど
か
ら
、
こ
の
文
章
は

書
簡
文
と
判
断
で
き
3

、
溢
簡
語
彙
か
ら

「
来
封
J
「
来
封
J
の
表
現

傾
向
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
「
来
」
を
冠
す
る
語
彙
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
語
義
は
相
手
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
書
簡
文
を
意

味
し
て
い
る
と
解
し
う
る
。
そ
の
上
で
「
封
」
と
「
野
」
に
つ
い
て
言

え
ば
、
「
封
」
が

「
報
」
と
同
じ
く
「
n
夕
ヘ
」
の
訓
を
持
ち
、
先
に
示

し
た
一
来
報
」
が
書
簡
用
語
．
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
な
性
格
の

語
彙
で
あ
る
と
の
見
通
し
が
立
つ
。
か
た
や
「
来
封
」
は
若
簡
文
で

。̂
-

「
伏
辱
＿
一
来
書
ー
、
具
承
ー
ー
芳
旨

ー」
（
5

．
八

0
五
）
の
同
義
の
類
例
が

萬
葉
集
に
認
め
ら
れ
、
や
は
り
書
簡
用
語
と
し
て
存
す
る
可
能
性

は
あ
り
え
よ
う
。

個
々
の
語
が
担
う
性
格
に
即
し
た
用
例
の
吟
味
が
必
要
と
さ
れ

(3) 



る
こ
と
か
ら
、
書
簡
文
の
模
範
文
例
集
と
し
て
作
成
さ
れ
た
「
書

儀
」
や
実
際
の
書
簡
文
（
尺
憤
な
ど
）
の
表
現
を
手
が
か
り
に
、
以

下
考
察
を
お
こ
な
う
。

書
儀
文
例
等
の
検
討

(

l

)

「
ー
封
」

書
簡
語
と
し
て
の
「
封
」
は
封
絨
と
し
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
語

で
あ
り
、
書
儀
文
例
か
ら
比
較
的
多
く
の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。

書
簡
文
の
封
印
を
意
味
す
る
「
絨
封
」
は
広
く
用
い
ら
れ
た
語
で
あ

り
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

△

0
 

絨
封
始
至
、
章
表
尋
行
。

（
敦
煙
文
書
P
.
4
0
9
3

「
甘
棠
集
」
、
「
答
＿
一
帰
補
悶
一
書
」
）

△

0
 

因
寓
＿
＿
絨
封
＿
、
代
申
ー
ー
情
志
ー
。
（
同
右
「
副
使
」
）

△

0
 

伏
蒙
＿
一
春
念
へ
先
柾
＿
＿
絨
封
ー
。
（
同
右
「
斉
州
」
）

い
ず
れ
も
相
手
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
書
簡
文
を
意
味
す
る
語
と
し

て
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
書
儀
の
具
体
的
な

文
例
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
書
簡
文
の
形
式
（
単
書
・
複
書
5

)

に

つ
い
て
触
れ
た
杜
友
晉
撰
「
新
定
書
儀
鏡
」
（
P
.
3
6
3
7
)

末
尾
に
引
用

さ
れ
て
い
る
「
慮
蔵
用
儀
例
一
巻
」
．
に
は
、
次
の
よ
う
な
「

I
封」

の
例
が
あ
る
。

古
今
書
儀
、
皆
有
＿
一
単
複
両
体
ー
。
但
書
疏
之
意
、
本
以
代
詞
。

△

0
 

荀
能
宣
心
、
不
レ
在
＿
一
単
複
ー
。
…
…
首
末
合
宜
、
何
必
一
封

△

0
 

之
中
、
都
為
＿
一
数
紙
ー
。
…
…
旧
儀
毎
＿
＿
―
封
ー
皆
末
倶
載
、
非
＿
＿

直
述

k
g
累
重
へ
…
…

「
一
封
」
は
「
一
書
」
と
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て
よ
く
、

「
一
通
の
書
簡
文
」
と
解
し
う
る
。

他
に
も
書
簡
文
を
意
味
す
る
「
ー
封
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が

あ
る
。

△

0
 

如
＿
一
尊
人
不
℃
問
＿
＿
遠
近
並
短
封
＿
、
平
卑
遠
即
長
、
近
即
否
。

（
敦
煙
文
書

S
.
3
2
9

「
書
儀
鏡
」
、
「
弔
レ
遭
＿
＿
父
母
喪
一
書
」
書

儀
題
目
注
）

A

0

 

尊
封
之
礼
命
土
環
臨
一
、
費
号
之
称
伝
＿
＿
巳
遠
ー
。

（
敦
燒
文
書
P
.
3
7
2
3

「
記
室
備
要
」
、
「
賀
＿
―
＿
母
封
＿
＿
邑
号
＿
」
）

△

0
 

今
者
、
径
赴
＿
一
本
任
へ
巳
達
＿
＿
貴
封
I

o

（
敦
燈
文
書
P
.
3
4
4
9

f
[
刺
史
書
儀
ご
、
「
経
孔
過
州
郡
節
度
一

啓
状
」
）

第
一
例
は
書
儀
題
目
に
附
さ
れ
た
注
文
の
例
で
あ
る
。
先
に
示
し

た
単
書
・
複
書
の
形
式
に
関
わ
る
例
で
あ
り
、
「
短
封
」
は
単
書
の

形
式
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
短
封
」
も
書
簡
文
を
指
し
示
す
表
現
と
理
解
で
き
る
。
後
者
の
二

例
は
い
ず
れ
も
尊
称
（
尊
・
貴
）
を
冠
し
て
相
手
の
書
簡
文
を
表
現

し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
「
封
」
も
書
簡
文
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
例
で
あ
る
。
な
お
尊
称
を
冠
す
る
後
者
の
二
例
は
官
人
の
た
め

(4) 



の
文
例
で
あ
り
、
表
現
に
身
分
関
係
が
反
映
し
て
い
る
点
も
留
意

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
正
倉
院
蔵
『
杜
家
立
成
雑
書
要
略
』
で
は
、
次
の
よ
う

な
例
が
認
め
ら
れ
る
。

゜

覧
レ
封
披
尋
、
稽
寛
ー
ー
誠
積
ー
。

(

1

1

「
与
＿
一
知
故
別
＞
近
書
」
答
）

゜

致
レ
使
題
＿
一
書
数
封
ー
、
欲
レ
寄
無
レ
由
。

(

1

3

「
頻
得
知
故
書
」
）

前
者
は
書
儀
題
目
に
答
書
で
あ
る
旨
が
明
確
で
あ
り
、
「
覧
レ
封
」

の
「
封
」
は
相
手
か
ら
送
ら
れ
た
書
簡
文
を
意
味
す
る
語
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
文
意
の
不
明
瞭
な
部
分
が
あ
る
け
れ
ど

も
7

、
「
封
」
が
書
簡
文
を
意
味
し
て
い
る
と
捉
え
て
大
過
あ
る
ま

、。
,
>
 ・

時
代
は
降
る
も
の
の
、

用
い
た
例
が
存
す
る
。

゜

開
レ
封
爛
然
、
手
足
無
レ
暦
。
（
『
高
野
雑
筆
集
』
9

4

)

△
 

「
開
レ
封
」
の
類
似
表
現
と
し
て
「
開
レ
書
承
＿
＿
指
南
．
＿
、
観
レ
物
想
＿
一
其

人
一
也
」
（
『
高
野
雑
筆
集
』

1

0

3

)

を
併
せ
考
え
れ
ば
、
「
封
」
が
「
書
」

と
同
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

。̂-

だ
と
す
れ
ば
、
先
掲
の
「
伏
辱
＿
＿
来
書
ー
、
具
承
＿
＿
芳
旨
＿
」
（
5

．

0

△
 

八

0
五
）
の
類
似
例
と
し
て
「
忽
奉
＿
＿
来
書
ー
、
深
当
＿
＿
愧
仰
＿
」
（
敦
煙

文
書
P
.
3
5
0
2
く
「
新
集
諸
家
九
族
尊
卑
書
儀
」
、
「
相
武
迎
宴
楽
一
書
」
）

の
ご
と
き
表
現
が
書
儀
で
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

「
来
封
」
の
例
を
書
儀
文
例
な
ど
か
ら
見
出
し
得
て
い
な
い
け
れ
ど

弘
法
大
師
空
海
の
書
簡
文
に
も
「
封
」
を

も
、
来
書
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と

は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
「
ー
き

「
封
」
の
語
を
有
す
る
書
儀
文
例
は
「
封
」
ほ
ど
に
多
く
な
い
。
ま

た
表
現
の
広
が
り
も
認
め
に
く
く
、
表
現
が
類
型
化
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
次
の
例
は
そ
の
―
つ
で
あ
る
。

△

0
 

辱
レ
書
執
レ
封
、
倍
コ
増
崩
潰
ー
。

（
敦
煙
文
書

S
.
3
2
9

「
書
儀
鏡
」
、
「
弔
ー
ー
小
祥
大
祥
及
除
繹
一

（
答
書
）
」
）

同
じ
四
字
句
の
表
現
が
他
に
も
認
め
ら
れ
（
同
「
弔
ー
ー
起
服
従
政
―

（
答
書
）
」
）
、
い
ず
れ
も
が
訃
報
（
凶
書
）
に
対
す
る
弔
い
の
書
簡
文

に
対
す
る
返
信
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
辱
レ
書
」
の
「
書
」
は
訃
報

に
対
す
る
相
手
の
弔
い
の
書
簡
文
で
あ
る
。
つ
づ
く
「
執
レ
封
」
は

△

0
 

「
執
封
之
日
、
如
或
面
展
、
長
塗
自
替
、
聴
誨
未
レ
由
」
（
晉
陸
雲
「
与
ニ

戴
季
甫
一
書
」
『
陸
士
龍
文
集
』
）
と
書
簡
文
で
の
例
が
指
摘
で
き

る
も
の
の
、
同
義
の
用
法
と
は
認
め
が
た
い
・
。
当
面
の
例
は
返

信
を
受
け
取
る
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
な
ら
ば
、

「
執
レ
封
」
は
「
辱
レ
書
」
と
類
似
し
た
表
現
と
思
わ
れ
る
。
文
意
は
相

手
か
ら
届
い
た
書
簡
文
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
悲
し
み
が
深
め
ら
れ

る
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

類
型
化
の
も
う
一

つ
も
凶
書
に
見
ら
れ
る
。

(5) 



゜

拙
室
殖
逝
い
＂
、
撫
封
偏
露
。
難
以
為
レ
懐
、
辱
レ
書
但
増
二
悲

仰
ー
。
（
敦
煙
文
書

S
.
3
2
9

「
書
儀
鏡
」
、
「
弔
な
去
書
（
答
書
）
」
）

「
撫
封
」
の
形
で
用
い
ら
れ
、
他
の
用
例
も
「
偏
露
」
と
組
み
合
わ
さ

れ
て
四
字
句
を
な
す
例
が
見
ら
れ
る
。
。
「
偏
躇
」
は
「
孤
露
」
と
同

義
で
保
護
者
を
失
う
こ
と
で
あ
る
。
書
儀
文
例
で
は
妻
の
死
を
弔

う
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
伴
侶
を
失
い
一
人
に
な
る
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
「
辱
レ
書
」
の
「
書
」
は
先

の
例
と
同
じ
く
相
手
か
ら
の
返
信
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
は
杜
友
晉
撰
「
書
儀
鏡
」
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
答
書
に
見
ら
れ
る
と
い
う
顕
著
な
偏
り
が
存
す
る
。

凶
書
以
外
の
書
儀
文
例
と
し
て
は
、

△

0
 

頻
令
-

l

朝
封
へ
累
赴
ー
ー
設
筵
ー
。

（
敦
煙
文
書
P
.
3
9
3
1

「
[
号
平
武
節
度
使
表
状
集
ご
、
「
表
本
」
）

が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
「
朝
封
」
は
酒
宴
や
儀
式
の
席
を
設
け
る
「
設

筵
」
と
対
を
な
す
こ
と
か
ら
、
「
朝
酎
」
も
関
連
す
る
意
味
を
持
つ

語
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

「
ー
ぎ
が
書
簡
文
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
例
と
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
書
儀
文
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。△

0
 

登
謂
、
忽
蒙
＿
一
巻
愛
ー
、
特
拝
ー
ー
筆
酎
ー
。

（
敦
煙
文
書
P
.
2
9
9
6
r
[

書
儀
{
]
」
、
書
儀
題
目
不
明
）

「
筆
野
」
は
「
春
愛
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
「
脊
愛
」
は
書
簡
文
の
差

出
人
か
ら
の
恩
愛
・
恩
情
を
表
現
し
て
い
る
。
対
と
な
る
「
筆
封
」

「
封
」
と
「
封
」
の
い
ず
れ
も
が
書
簡
文
を
意
味
す
る
例
を
持
つ
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
書
儀
や
書
簡
文
の
検
討
か
ら
あ
き
ら
か
に
な

っ
た
。
な
ら
ば
、
そ
の
い
ず
れ
が
本
文
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
。

古
写
本
の
状
況
は
、
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
仙
覚
寛
元
本
の

系
統
（
卸
細
[
)
の
み
が
「
来
封
」
を
本
文
と
し
、
文
永
本
系
統
の
写
本

と
非
仙
覚
本
は
「
来
封
」
を
本
文
と
す
る
。
こ
の
状
況
か
ら
本
来
「
来

封
」
と
あ
っ
た
本
文
を
寛
元
本
作
成
の
際
に
「
来
封
」
と
改
め
、
晩

年
の
文
永
本
作
成
に
あ
た
り
再
考
の
後
「
来
封
」
に
戻
し
た
、
と
木

下
氏
は
推
定
さ
れ
る
。
写
本
の
系
統
か
ら
す
れ
ば
相
互
の
関
係
を

四 は
「
脊
愛
」
の
具
体
と
し
て
贈
ら
れ
た
書
簡
文
を
指
し
示
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
他
に
も
「
ー
封
」
が
書
簡
文
を
意
味
す
る
と
思
わ

△

0
 

れ
る
表
現
と
し
て
「
奉
封
」
（
『
淳
化
閣
帖
』
巻
六
、
晉
王
毅
之
「
奉

封
帖
」
・
同
巻
九
、
王
献
之
「
奉
封
帖
」
）
が
指
摘
で
き
る
も
の
の
、

解
釈
に
揺
れ
が
あ
り
確
例
と
は
判
断
し
か
ね
ゑ
2

0

以
上
の
よ
う
に
書
儀
な
ど
に
お
け
る
「
ー
封
」
を
有
す
る
表
現
は

「
執
レ
釘
」
「
筆
封
」
の
よ
う
に
返
書
を
意
味
す
る
と
解
し
う
る
例
が

存
す
る
も
の
の
、
「
封
」
と
較
べ
て
表
現
の
広
が
り
が
な
い
。
ま
た

「
封
」
を
「
書
」
と
置
き
換
え
ら
れ
る
よ
う
な
表
現
が
「
封
」
の
よ
う
に

し
難
い
点
も
書
儀
文
例
の
検
討
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

本
文
の
可
能
性
と
し
て

(6) 



木
下
氏
が
写
本
の
書
写
関
係
か
ら
導
か
れ
た
の
は
「
来
到
」
で
あ

明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
、
こ
れ
ら
諸
本
の
訓
点

に
つ
い
て
は
相
互
の
訓
が
種
々
影
響
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
よ
う

で
あ
凡
、
諸
本
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
訓
点
の
み
な
ら
ず

書
き
入
れ
の
調
査
な
ど
か
ら
も
相
互
の
関
係
が
捉
え
ら
れ
て
い

る
12

。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
い
ず
れ
も
歌
本
文
の
訓
点
を
中
心
に

据
え
て
お
り
、
題
詞
・
左
注
な
ど
の
記
述
に
つ
い
て
は
十
分
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
憾
み
が
あ
る
。
特
に
歌
以
外
の
部
分
は
、
漢
語

と
し
て
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
か
に
も
配
慮
し
つ
つ
、

個
々
の
表
現
は
吟
味
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
「
封
」
と
「
酎
」
の
字
体
に
つ
い
て
も
、
「
酎
」
を
省
画
す
る

こ
と
で
「
封
」
と
近
似
し
た
も
の
と
な
り
、
誤
り
が
生
じ
る
か
否
か

に
つ
い
て
の
十
分
な
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
先
掲

『
校
本
萬
葉
集
』
の
「
異
体
字
表
」
は
「
封
」
の
異
体
字
に
つ
い
て
の

み
示
し
、
「
封
」
に
つ
い
て
は
特
に
例
示
が
な
い
。
二
字
の
字
体
を

中
国
の
碑
文
な
ど
の
例
に
よ
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
「
封
」
に
は
字
体

の
多
様
性
は
認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
「
野
」
は
多
様
な
字
体

が
存
す
る

2

。
実
際
、
羅
振
窒
．
羅
振
玉
絹
集
の
『
増
訂
碑
別
字
』

に
掲
出
さ
れ
て
い
る
「
唐
不
空
禅
師
碑
」
の
「
封
」
は
、
労
上
部
の
省

画
が
多
く
「
封
」
と
近
似
し
た
字
形
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

混
同
が
生
じ
る
程
の
類
似
関
係
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ

る。

る
。
か
た
や
、
使
用
表
現
の
性
格
を
手
が
か
り
に
し
て
書
儀
や
書

簡
文
の
表
現
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
導
き
出
し
た
結
果
は
、
決
定

的
な
例
に
恵
ま
れ
な
い
も
の
の
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
ま

ず
「
封
」
「
封
」
は
、
い
ず
れ
も
書
簡
文
を
表
す
こ
と
が
可
能
な
文
字

と
言
え
る
。
次
に
「
来
」
を
冠
す
る
語
構
成
か
ら
見
た
場
合
、
い
ず

れ
も
確
例
は
示
し
得
な
い
け
れ
ど
も
、
「
来
書
」
を
手
が
か
り
に
す

る
な
ら
ば
、
「
来
封
」
と
較
べ
て
「
来
封
」
の
存
在
の
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
、
従
来
の
諸
注
釈
書
が
採
用
し
て
き
た
本
文
の
妥
当
性
が

高
い
と
言
え
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
木
下
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
来
封
」
を
本
文
と
す
る
写

本
は
仙
覚
本
の
中
で
初
期
に
校
訂
が
お
こ
な
わ
れ
た
寛
元
本
に
限

ら
れ
る
。
「
来
封
」
か
ら
分
か
り
易
い
「
来
封
」
に
改
め
ら
れ
た
の
で

あ
れ
ば
、
「
来
封
」
は
書
簡
文
の
中
で
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少

な
い
表
現
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
「
ー
封
」
が
書
簡
文

を
表
す
例
に
恵
ま
れ
な
い
状
況
と
類
似
し
た
結
果
を
導
く
こ
と
に

な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
来
封
」
は
書
簡
用
語
と
し
て
一

般
性
を
持
た
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
非
仙
覚
系

の
元
劇
が
「
来
封
」
を
本
文
と
し
て
い
る
状
況
は
、
な
お
考
察
が
必

要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
書
簡
用
語
と
し
て
は
「
来
封
」
が
本
文
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
と
言
え
る
。

題
詞
・
左
注
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
散
文
表
現
が
漢
語
と
の
関

わ
り
か
ら
考
察
の
対
象
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
の
理
解
に
寄

(7) 



5
 

4
 

3
 

2
 漢

蔵
文
献
研
究
ー
記
念
敦
燻
文
献
発
現
一
百
周
年
ー
』
北
京
・
中
国
社

与

す

る

部

分

は

少

な

く

な

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

（
平
成
十
八
年
十
月
朔
日
）

【

注

】

「
童
女
来
報
歌
一
首
」
（
4
．
七

0
六
）
、
「
藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
来
報
歌

二
首
」
（
4
．
七
九
一
、
七
九
二
）
い
ず
れ
も
家
持
と
関
連
す
る
作
品
で
あ

る。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
『
萬
葉
拾
穂
抄
』
の
本
文
と
古
写
本
の

本
文
に
つ
い
て
は
、
簡
略
な
考
察
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
積
「
家

持
と
池
主
の
贈
答
1
1
ー
書
簡
贈
答
の
対
応
の
考
察
を
中
心
に
ー
J
〈
「
国

話
教
育
研
究
誌
要
」
第
1
4
号
、
平
3
年
1
2
月
〉
「
補
論
」
参
照
）
。

拙
稿
「
大
伴
家
持
と
池
主
の
贈
答
ー
池
主
の
戯
歌
を
中
心
に

1
」
(
「
萬

葉
」
第
一
四
八
号
、
平
5
年
1
1
月
）
。

芳
賀
紀
雄
氏
「
萬
葉
集
に
お
け
る
「
報
」
と
「
和
j
の
問
題
ー
詩
題
・
書
簡

と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
萬
葉
集
に
お
け
る
中
國
文
學
の
受
容
』

塙
書
房
、
平
1

5

)

参
照
。

単
書
・
複
書
は
書
簡
形
式
を
示
す
用
語
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
趙

和
平
氏
「
敦
燈
写
本
書
儀
略
論
（
代
前
言
）
」
（
『
敦
坦
写
本
書
儀
研
究
』
台

北
・
新
文
豊
出
版
公
司
、
中
華
民
国
8
2
、
一
九
九
三
年
）
、
呉
麗
娯
氏
「
唐

代
書
儀
中
単
・
複
書
形
式
簡
析
」
（
宋
家
紅
・
劉
忠
編
『
英
国
収
蔵
敦
煙

会
科
学
出
版
社
、
二

0
0
0
年
）
、
同
氏
「
書
儀
的
書
体
形
式
及
応
用
」
（
『
唐

礼
揺
遺
ー
中
古
書
儀
研
究
』
北
京
・
商
務
印
書
館
、
二

0
0
二
年
）
参
照
。

「
慮
蔵
用
儀
例
一
巻
」
に
つ
い
て
は
、
趙
和
平
氏
『
敦
焼
写
本
書
儀
研
究
』

収
録
の
「
新
定
書
儀
鏡
」
校
訂
注
[
―
二
七
]
参
照
。

日
中
文
化
交
流
史
研
究
会
著
『
杜
家
立
成
雑
吝
要
略
注
釈
と
研
究
』
（
翰

林
書
房
、
平
6

)

で
は
、
こ
の
部
分
を
「
使
を
や
っ
て
返
寄
数
通
を
書
き
、

お
届
け
し
よ
う
と
思
っ
て
も
そ
の
す
ぺ
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
解
釈
す
る
。

8

佐

藤

利

行

氏

の

『

陸

t
U

研
究
』
（
白
帝
社
、
平
2

)

で
は
「
執
野
」
を
「
就

任
す
る
」
と
解
し
て
「
役
目
に
つ
い
た
な
ら
」
と
訳
し
て
い
る
。

9
例
示
と
は
異
な
る
例
と
し
て
「
重
畳
相
鐘
、
撫
視
相
円
、
偏
露
満
レ
室
｀

何
以
為
レ
懐
」
（
敦
煙
文
書

P
.
3
6
3
7

「
新
定
苔
儀
鏡
j
「
委
亡
弔
二
丈
人
丈
母
一

辞

」

）

な

ど

が

あ

る

。

．

△

0
 

1
0
『
淳
化
閣
帖
』
に
見
ら
れ
る
「
奉
封
」
は
、
「
比
奉
野
。
封
レ
兄
以
釈
、

△

0
 

登
ご
（
巻
六
）
、
「
難
ー
ー
奉
到
積
年
ー
、
可
一
＿
＿
以
為
ー
ー
尽
日
之
歓
＿
」
（
巻
九
）

の
二
例
。
前
者
は
「
返
事
を
す
る
。
こ
こ
で
は
返
書
を
出
し
た
こ
ど
を

い
う
。
」
（
森
野
繁
夫
•
佐
藤
利
行
訳
注
『
淳
化
閣
帖
訳
注
篇
』
白
帝
社
、

昭
6

3

)

「
謹
ん
で
応
待
す
る
意
で
あ
る
が
、
或
い
は
奉
答
に
同
じ
く
、
恭

う
や
し
く
お
答
え
す
る
こ
と
か
。
」
（
福
本
雅
一
責
任
鑓
集
『
淳
化
閲
帖

法
帖
大
系
』
二
玄
社
、
昭
6

0

)

と
、
い
ず
れ
も
応
答
の
意
で
解
し
て
い
る
。

後
者
は
「
顔
を
あ
わ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
結
婚
し
て
共
に
生
活
す
る
こ

と
を
い
う
。
」
（
森
野
•
佐
藤
先
掲
書
、
な
お
『
淳
化
閣
帖
法
帖
大
系
』

は
未
刊
）
と
同
一
語
で
あ
り
な
が
ら
解
釈
に
差
が
生
じ
て
い
る
。

7
 

6
 

(8) 



こ
し

~
 

か
ず
お

1
1
上
田
英
夫
『
萬
葉
集
訓
点
の
史
的
研
究
』
（
塙
書
房
、
昭
3

1

)

参
照
。

1
2
小
島
憲
之
氏
「
萬
葉
集
古
写
本
に
於
け
る
校
合
書
入
考
」
（
「
国
語
国
文
」

第
一
巻
五
号
）
参
照
。

1
3
碑
文
の
字
体
は
、
羅
振
窒
．
羅
振
玉
『
増
訂
碑
別
字
』
、
羅
振
王
『
碑

別
字
拾
遺
』
、
羅
輻
筏
『
碑
別
字
続
拾
』
を
参
照
し
た
。
検
索
に
は
北
川

博
邦
編
『
偏
類
碑
別
字
』
（
雄
山
閣
、
昭
5

0

)

を
参
照
し
た
。

本
学
講
師
）

(9) 


